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　　ここにいう形声交字とは，今績の結果からみて、半形半声の構成なるも
　のをいい，字源約に云々される二三文字ではない。形声の声符が字音の音
　節全部を正しく示すとは限らないのは歴史的な事実であるが，上例中の融
　や誹なども岡様な構成である。末例の丑は，わが片仮名に由来する。
D．同音代用によるもの
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a憶：毒叢鷲嘉雛：劉轟灘轟環：翻
　　　これら潮音代用は，言語政策上意図fi勺に多く規定され，　’56年方案中だ
　　けでも90余組が指示されたが，これについては後述する。
　以上が公表を主とする簡体字であるが，このほかことに解放前後には，いわ
ゆる複倉宇（複音講宰・合体字），たとえば
敵（解放）　硝二三）　庁（什広；what？）　邪（干部）　圏（青年団）
　芹（共産党）　儒（入正午）　扱（工人階級）　盗（資産階級）
　交（高島主義）
などの類が一部に行われたとし・う。いったい殿虚出土の亀甲文字には「十三
月」（潤年）や「五二」をそれぞれひとかたまりの1字にした複含字があるし，
碍本でも合字とか省文とよばれて，古くは麿（麻呂），尋（善導），池（浄土）
など，近くは礪（図書館）の／籔が一部に行われた。しかしこれらは，遂に正式
文字とはなりえなかった。いわゆる簡体字は，依然として本来の漢字の性質，
すなわち工語1音節！四角という原則からはずれなかったのである。これは，
今後にも注意すべき環象かと思われる。
　なお藏中の字体を対照して，字形はきわめて類似しながら全く溺義異字なる
ものの一端をあげると；洲本の売（うる）と中共の売（殻；日本補正案の字）：
巳本で経径茎などの勢たる墨（近来は墨由東京駅の如く独立して使用される）
は，中国では「聖」の略体「蚤人二二人）であり，中限では盤一・杢（スとエ）
たとえば経綾茎である，などがある。
　以上が現在の簡体字の大略である。わずかな上例からも分るように，簡体字
の大都分は，多少なりとも現実に通行するものを主体としており（公認中のも
のでは天1字が新造である），従って方針として「俗に通用するもの」（約定俗
成）とよぼれる所以である。これらを，前述のように「二歩前進，逐漸簡化」
しょうというのが今鼠の動きである。しかし三時に，過渡期には多少の混乱と
浪費を伴うこと，また漢字相互問に．系統的連関を失いがちであること，を招来
することも前述のとおりである。
　以上の分類からも分るように，簡体字の構成の多くは，上記AとCとである
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（これは歴史的にみても然りである）。わが日本の場合は，多くはA，すなわち
純粋の字形簡化である。わが國にも，朴・評・赦・澤・澤（機議権層屋）のよ
うに，臼本酌に字式を改変した略字はないではないが，この類はきわめて少な
く，大都分は二形簡略のものであるQまた歴史撫こみても，かつて羅本の一藩
では「選」の形声略字として「迂」を使ったことがあるが（申国では迂編遷）｝．
遂に一門化しなかった（今日では選→選；中共は→迭）。こうした傾向にこそ，
愚国語の文字として二野を操る中二人と，本質的には異国語の：文字たる1莫字を
借用する鐵本人との差が象徴されているように思われる。今後，礒本で簡化を
意図するときには，朴よりは桜；職丁丁については中共の駅下訳よりは職栽誠
（試はかつて用例がある）のほうが妥当かと思われる。主として視覚酌にのみ
漢字を扱うEI本入には，字形簡化の中でも，　E　LI繁体の大体をホウフッさせる，
いわゆる輪廓字〔e．9．雲（無）　亀　遇（過）　喝（馬）　銘（鳥）の類）
が，無難かと慰われる。
　　鼓弓に，中共での現行の一鋼を，陳毅の詩の一節で例示する。
　病費最准当　此中充豪雄　吾病號如此　轄念及工衣　医蒲爾歓乏
　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　む　　　　　　　　む　　　　　む　む
　生死等蚊虫　社会三度杯　病亦分窟労　言！l三能蹄此疾　端列人中尤
　　　　む　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　む　　　　　　　り　　　　　　　　
　（。印の宇は，難・無・猶・転・農・薬・両・蟻・壊・窮・療・馬・竜）
3．　上記「方案」によれば，三々の簡体字として提出されているものは金515
字であるが，偏三三化を一律に適回すれば，字体を改変するものは，常用字を
六七千として，1，700以上に及ぶと計算される。文宇改革委員会主任・呉玉章
の報告によると，常用字六七千字の半ばまでを簡化する方針とのことゆえ，現
在の成果は予定の大体半分というわけである。また罵二丁によれば，今濤の簡
体字ぐ56年方案の第工表と第2表）とIE・1繁体とを比較すると，
　　細管体で全544字　　平均筆画数ほ6．08画
　　簡体字で全515字置　平均引戸i数8．16癒
　（総掌数が異るのは，たとえばi褻橿麗吟台の如く，鍛体のtrk字を1字：に合併
　して鋤化したことによる。cf．日本の三門癬→弁）
　　！Q圏以下の字　　照四体で　34字　　簡体で409宇
　　11薗の字　　　　〃　　　　35字　　〃　　　35字
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　　12画以上の字　　旧繁体で475字　　簡体で　71字
置更に，第1・2表の全515字に対して，方案が規定する偏丁丁化を行うと（貝
→只，見→見，言→うの類），平均画数は上記8．16画がさらee　6．5薩と減少す
る。これは，旧繁体の16画に比べて40％強に当る簡化である。ちなみに，わが
当用漢宇1，850字についていえば，平均回数は12画，10溺以下の字は979字，
11爾は178字，12面以上は693字である。
　画数の多い字は，時にその識励上に抵抗を伴う，ことξこ賑時の木版本の大活
字に比べて，今日の小活字の場合はとくに然りである。が，6～8爾で適嶺に
構成された簡体字は，かかる難点を大いに改善した。更に三三に至っては，非
常な効果をもたらした。たとえぽ，小学1年国語教科書に出る「開學了」　（計
30蔑）なる交字は，2時間かかっても児童は書けなかったが，「奔学了」（計14
懸）と改まってからは，15分聞で欝くのを覚えたとか；農民がその識字学習に
おいて，「農業」（計26顧）の2字はいつまでも書けなかったが，「衣豊」（計11
酉）と改まってからは楽に書けるようになったとか，この類の報告は少なくな
い。
　さて以上のようにラ簡体字は，識側上またとくに書写上に効果をもたらした
が，これに対する批判もないではない。そのおもなものを略述すると，下記の
如くである。
　現在公認されている簡体字は，その字数がはなはだ少なく，日常の用を果す
のに十分でない，という批醤がある。現在の簡体字は，前述のよ勃こ偏勢簡化
を応用しても，1，700～2、300字である。また，きわめて常用の字でありながら
簡化されていないものがある（たとえば，整・繁・禁などの類）◎三局者のいう
ように，通用字を六七千としてその半ばを簡化するとしても，現在なお1，500
字以上が未簡化で残っている。しかもそれらの字について，従来どおり「約定
俗成」の方針で既成の略字を広く社会に求めても，すでに種切れに近い状態で
ある。こうした簡体宇の不足，また繁体と簡体と並ぶ不格好（e．g．尊戸・声
額），かかる理由から人々はますます自己流に造字して，混乱に拍車をかけて
いる。これがこの三半1の主張である。この主張は，理論撫こ追究してゆくと，
「約定俗成」による「逐漸簡化」という原則自体への批判，疑問ともなりかね
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ないものである。
　次には，現在の簡体字は系統約でない，相：互聞に有機納連関がなく乱雑な集
積だ，という批判がある。たとえば上記分類の1の「又」は好例で，「又」と
いう符号は実に！0種以上の｝撲体偏勢を代行している。さらにその問には類推が
きかない。たとえば，鶏→鴻つまり奨一〉又という事実から類推して，漢一〉双と
したいが，実は鴉途の簡化で汲凶漢（葵→又）が成立している。すなわち，在
来の漢字がもっていた有機的系統が打破され混乱している○これでは，今の簡
体字は，少なくとも在来の識字老には鈍くのマル勲記を強制するものだし，また
今後の新学習者にも任意墨字の心理を助長するものだ云々と主魅する。この主
張は，漢字習得上におけるある蔵幅，すなわち，始は綱々にマル賭湿で漢字を
習得していっても，ある程度，段階に達すると，漢字相互間のある系統を心得
するという事実を考えるとき，全く無視しさることはむずかしいであろう（な
おかかる心得は，われわれ日本人には得られることきわめて少ないように思わ
れる。それは，漢字各字の応用，駆使という点にも現れているように思われる）。
　次には，漢字の書きやすさ，あるいは筆勢という点からみた批覇がある。た
とえば，書ぎやすさというものは必ずしも筆画の多少によるものではない，そ
れは筆勢が連貫するか否かによるのだ。横書において，次の字と筆勢が通籏す
るためltこは，各字の末筆が轍（左にハネルもの）であることは筆勢のトソザを
来し，書写を阻害する。現在の簡体字はこの点が無視されている云々との主張
である。そしてこの主張者は，この解決の正夢として草：蓬｛：を採用する。すなわ
ち縦鞍における草鷺鞍まきわめて逓頴なものであるが，草書のもっこの特長を横
書の簡体字にも考慮し応用すべきだ，と主張する。単に醤写速度からいえば，
在来の草書や各種速読文字がすぐれていよう。しかしこれらの文字は，評壇の
示差単位がきわめて微妙であって，一般人にとっては，識雑肉にも学習上にも
かなり難点があろう。しかし今後の簡化において，草書の特長を生かした楷書
化，草書のもつ系統性・連関性などは，もっと考慮されてよいものかと恩われ
るeなおこの闘題は，次の問題と連関する。
　最後に，山砂体と手写体を分けるか：否かの問題がある。かつて’55年草案当
時には，この両者をある程度まで両立させる意図があったようで，毛沢東の語
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「印刷には楷書を，手写には草書を」が時に引用されていたが，その後の動き
では，はっきりした立場は出されていないようである。一部の人々は次のよう
に主張する：欧文字母においても印鰯と手写の両体には距離があるが，これは
生活上必然的に要求されるものではないか；旧時は臼本でも中国でも，印捌に
せよ手写にせよ，公酌の学究には楷書体が，私的な手写の場合には草書体が行
われていたではないか；今後も手写には，印刷体と多少異った字式・字形の書
体が考慮さるべきではないか云々と主張する。僅々3◎前後の欧文字母の手写体
と漢宇のそれとはう鷺勺に構罠には論じえないと思われる。しかし印羅体・手
写体の聞題は，今後もかなり大きな問題といえよう。
墨．　簡体字の正式実施に伴って生ずる闘題のうち，簡体字自体に関する問題の
一二をあげれば次の如くである。
　まず近似字形の発生という問題がある。今臼までの簡体字のうち，字形の近
似するものの一端をあげると，
　　｛　夢多　当藪　i万　　房　准潅　　　兀甘撚　豊翼翼　天莞死　昇尋尋
　　　献詠　当翻　歴・暦蔑　準潅　　　児甘甘　業翼翼　当無兄　異書尋
　　　圧庄灰床　　斗羨i爽災i実｛
　　　　　　　　へ　　　ギナぜコのマサ圧荘慶床　 ♪i一照美貝ラロ
という類がある。実際の文草の揚合，もちろん上下文の脈絡が明確化を助ける
であろう。が，従来の識字者がもつ輪鰍こよる「ひと癬よみ」の速さは，多少
抵抗をうけるであろう。ことに横書横組の揚合，われわれの視覚的第一印象は
字の上部におもむきやすいと考えられるが，この点からみれば
　　｛　」賦風　受愛　炎委　　　天元　尺尽　斗美
　　　風鳳　受愛　類婁・駿　天無　尺尽　町頭
などは，多少問題があろう。ことに，単に1点爾の有無，或は1筆薗の差異が
隅肉上の単位たるもの，たとえば
　　　1一　　圧庄　木筆　工工1　：友狡　業景　功茨　衣衣　系奈寒｛
　　　臓広　圧荘　木術　親衛　鏡師　隷録　勧歓　衣羅　離職親
などの類に至っては，識別上のみならず，手写における混乱の可能性があろう
かと断われる。要するに，簡体字はその各字の承差の単位を微妙化したのであ
る。
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　漢字については，はやくから「三二」ということがいわれている◎わずか数
種の筆画のみを駆使して，それぞれ独立するユ字1四角の語文字を形成する溝
成法にあっては，上例の如き字形類似，従って弁似は，ある程度不可避の現象
かと恩われる。二二を減少した簡体宇にあっては，この傾向は興こ増大するで
あろう。初学や外人にとっては，土と士，人と入，因と困の如き類ですら時に
混乱をもたらすものであって，簡体宇におけるこうした傾向の増大は，今後に
決して望ましいことではない。しかもこの傾向は，漢字に内在するひとつの宿
命ともいえるものなのである。
　なお現在の簡体字の一部のもの，たとえば，「（廠）　rtg）征（広拡鉱）
声（　「／tt．畠鹿）　蹄（厳）　一く（飛）　『（気）の類〔実例でいえば，工「（工廠）
声影（産婆）　一く鳥（飛鳥）という類〕に対して，「美観を損ずる，みばが悪
い」という批難が一部にある。漢字形式に対してわれわれが今日もつ意識，す
なわち，四つのカドをもって均衡を鎌っている方形字という意識，かかる意識
や海沿にとっては，上記講字は多少抵抗を与えるかと思われる。しかし，それ
は本質約には感情の閲題であり，また簡体字には不可避酬頃向でもあって，大
きく云々すべき闘題ではないと考えられる。
　次には，岡音代用に．関する問題がある。中共今次の漢字面素化が字種翻限と
筆画簡略とを志向することは前述のとおりであるがうその字種欄眼は，漢画と
は異質の文宇（たとえば仮名やローマ字）をもたぬ中国の錫合，同じく漢字に
よる同青代用の法によって行われた。字種鯛限は，漢字改革の初期にはとくに
強く意義されたようで，　’56年方忌中でも岡音代用字90余が提出され，また異
体字整理のなかにも同音代用と認めうるものがいくつか出されている。
　e．9．云（雲）　云七宝（雲南省）　イト（僕）　公イト（公僕）　沈（藩）　沈1；s（藩
　　　　陽）　谷（穀）　五谷二二（五穀盤産）　斗（闘）　星（裏）　几（幾）　丑
　　　　（醜）　叶（葉）　淀（澱）　衝（麺）　准（準）　志（誌）　寒空（雑誌）
　　　　周（週）　果（菓）
　上例のように，　「常に一律に」甲字をもって三階の代用をはかるのが同音代
用である。しかし同音代用の一部をこは，明らかに混乱をひき起すものがある。
それは，代用の漢字自体が一偲の独立した漢宇であり，それ自身の意味を表出
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するからである。たとえば「麺粉！は一律に「面懸」と規定されたが，これで
は或目合には，パン粉がオシロイと誤解され，「昏々」が「郁々」と規定され
たのは，悲しみが喜びに化する可能性を生む。「灘河干流」だけの字薗では，
河の幹流をいうのか，それとも水流の乾燥をいうのか不明である。更に文言の
場合になると，「隔籐呼取尽余杯」（杜甫）の余杯は，自分のを指示する余杯な
のか，それとも（特定の人以外の）齢杯なのか混乱を生ずる。また混乱の可能
性はすくなくても，「一年吃八驚斤谷」（穀）とか「駝美丑」（美醜を論ず）の
如きは，少なくとも今日の識字考には多少の抵抗を与えるであろうQかかる同
音代用による字種制眼は，草案では更に多く戯されていた（e。g．副→付，従
って翻主僧→付門門）。この同音代用が，1語1字を導引とする古典や照下学に
対してはとくに混乱を起しやすいことは，わずかな上例からでも明らかであろ
う。従ってこの同音代用に対しては，近来その再検講が伝えられている。
　これを逆にみるならぽ，形・音・義をそなえた方形の文字，語文宇とよばれ
る漢字が，今環なおいかに強くいわゆる表意性をもつものか，といえるであろ
う。わが購本の場合，四聖された漢字の代用は仮名によって行われうるが，仮
名が純音節文字であってなんらの表意性をももたぬゆえに，中国における詞音
代用が招来する如き闘題は起らない。縫会主義化の前提として，広大な農工文
畜の一一掃を至上命令とする中共の場含，もしかれらに仮名ありとすれば，かれ
らは必ずやまず二本立政策をとり，文欝識字には仮名を全撮撫こ利用するであ
ろう。しかし現在の中圏が漢宰翻限を意図すれば，上述の岡音代用によるほか
はなく，しかもそれが抵抗と混乱を招来することまた上述のとおりである。漢
字簡素化が，ともすれば単に字体簡略にのみ傾向するのもこのためであろう◎
しかし中国で断種鰯限を意図するなら，今後とも岡宮代用はたえず考えられて
ゆくであろう。蓑語文字たる漢字が，そのいわる表意性から人為的にどれだけ
脱却しうるか，それは中国語の特質や変化とからみあいつつ，今後の文字改革
全般に大きく影響すると考えられる。
　以上が，政策白勺に行う漢字簡素化，具体的な個々の簡体字，それらに伴う諸
問題をとおしてみた，漢字字体に関する調査の概略である。　　　　（村尾）
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国語関係文献の調査
　国語に関する学問の一般を知り，あわぜて学界の動向や世論の動きをとらえ
るために，前年度に引き続き，次のような文献調査を行った。
　　　　　　　　　　　　ti．　刊行書の調査
　騨語学。国語閥題・羅語教育・言語学・野営技術・国語資料・辞妻廷などの新
刊書について，書名・著（編）者名・発行所・発行年月・型・ページ数，なら
びに内容を調べ，カード化した404点（1957年！月～12月）の分類摂録を作っ
た。
　この目録は，下記の雑誌論交，および新聞記事のN録とともに，当研究所編
「国語年鑑」（昭和33年版）セこ掲載されている。
　　　　　　　　　　　　簸．　雑誌論文の調査
　当研究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・研究所などの逐次
刊行物から，閣係論：文を調査し，題目・筆者・誌名e発行年月・巻号数，およ
びページ数などを記載したカード3通を作り，分類別・雑誌別・筆者別のカー
ド目録を作った。採録した論文の総数は2，046点（1957年1月～12月）に達し
た。
　調査した逐次刊行物は，研究所に寄贈された分（後記，　「昭和32年度に寄贈
された図書の一覧（2）逐次刊行物」参照）のほか，下記のとおりである。
解釈と鑑賞
文　学
交学研究
国語と国文学
NHK放送文化
教　育
教育心理学研究
教育心理
児煮心理
（歪文堂）
（岩波書店）
（交学研究会）
（至文賞）
（日本放送協会）
（岡土社）
（園土社）
（日オく文イヒ黍ト学社）
（金子書募）
思　想
知　性
理　想
社会学謬論
週刊朝田
十干擶売
サソヂー毎日
週閥サンケイ
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リーダーズグイジェスト
（堵波謝苫）
（河出書房）
（理想娃）
（B本社会学会）
　（阿　臼本支社）
（　iiijl日新聞社）
（読売新聞社）
（毎H新聞数）
（産業経済新聞社）
学術月報　　　　　　（H本学術振興会）
　　　　　　　　　　　　孤亙．　新聞記事の調査
　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜き，その整理に当るとともに，分類別
および日付順のカード欝録を作った。カードの記載形式は，見出し語・（欄名
だけで，見出し語のないものは，その内容によって，適宜に題名をつけた。）・
旧名・筆者名。年月撰。嘉名・置数。内容の順序によった。調査した紙名は次
・のとおりで，その切抜数は1，163点（昭和32年1月～12月）である。
　①　東京繊版（朝刊）　朝日　毎顕　読売　東京　東京タイムズ　産経時事　爲本経済
　　　　　　（夕刊）　朝fi　毎日　読売　東京　産経時事　片膝経済
　（2）地方出駁　　　　中部田本　爾（夕刊）
　　　　　　　　　　なお，大阪の山門募一一，門内の平押伴“氏など，地方のかた
　　　　　　　　　　がたから関係記事のあるごとに恵送されたものがある。
　（3）　特殊新剛　　　　　日本読書瓶聞　図需新開　新聞協会報　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋・有賀）
図書の収集と整理
　前年度に引き続ぎ，研究三一に必要と思われる研究轡・参考轡・調査資料な
どを収集し管理した。収集の方針，整理の方法などすべて従来どおりである。
　各方颪からの寄贈三朝：も従来と岡様，当研究瞬の書庫の充蜜に大きな役割を
果たしている。
　昭和32年度に鋳えた図書の数は次のとおりである。
　　　　単行本　　購入　　1，416冊
　　　　　　　　　寄贈　　20珊
　　　　条建　　誌　　　　鶏憲フ㍉　　　1，089研｝　（65毛垂）
　　　　　　　　　寄員曽　　　　753顕｝　（251種）
　　　　新聞　購入　15種
　　　　　　　　　霜贈　　　3種
本年度末の単行本の蔵書数は23，637冊である。
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昭和32年度に寄贈された図書の一覧
　　　寄贈悲名（敬称略）　　　図書名
く1）　単行本　　（）内は編薯考名。寄贈霧と同じ場合は省く。
　愛知県教育二化篠一宇　「教育関係圏書・雑誌資料論文穏録」
　朝iヨ薪聞社団諮課　「山砕用語の旧びぎ（1956年改定版）」
糸井寛一
二一正幸
愛媛大学
大沢…蓉予
大森重樹
「カタカナによる：方書膏の表詑」
「奈良田の：四三」
「愛媛の回雪（武智正人）」
「二二集（歌集）」
「我が一こおける文七二二のコミュニケーーシn一ソ法について」「心理学的
　　　　に晃た二三倭人伝」
奥村i憲雄　「返樵音韻史料としての黄鳥三音」
陰欄薫年二念文化事業会　「！男治交化史　14　総索引」
河北薪三二　 「河北ハソドブヅク〔改訂版〕」
鎌田良二　　「野晒：表現としてのドて」「に」」
京欝岡立隙物館　「京都舞壽立博物館六一｝一年史」「平安時代の美術〔特騎畏覧会・解説
　　　　・国録〕」
京都帝教育研究所　「ロスアンゼルス密立学校の滋徳教育」「小学校教科以外の濡動
　　　　の爽態」「欝校敦科書社会科r社会」における倫遷的内容」r親のしつけ方
　　　　の態度と園児の性行」r中学生の親子関係と性格」「高等学校特男轍育活動
　　　　の実態」「児童調育の研究」
近畿濡雪学会　　「貝塚TB一の二二（三十三）」「近幾方雷調査簿（西宮一罠編著）」
コPtンビア大学図書館
斎藤義七郎　「武相の方謬（毎鶴新聞切抜）」「神奈川県方雷研究史稿」
俊藤茂　　「我等が郷土と人物，第三巻（福井県：文化誌刊行会）」
産業経済薪聞社　　「サンケイ。ハンドブック」
三省堂出版KK　　r用字駕語必携」
熊本市教育研究所　「熊本市立ノ1、中学校の作文教菅の実態とその対策」
国学院大学麟霧館　　「特別蒐集難二一往来物一一第一」
岡際労働調査所　　「ノーマン・トーマス，ソヴィX・ト政権の臨十年」
；…戴立教育研究所　「三田二二図書館増加麟書澱録」1．2．3
鰯立罵会図書館　「全園特殊コレクシ翼ソ要覧」
国立二会引書館　「洋書分類臼録箆6巻第17門難本（棄洋文麻）」　「逐次刊行物目録
　　　　（昭和30，3／年度）」
小松代融一　　　「二手三三，淡水魚類（小山真一郎）」
　　　　　　　　　　　「薪ξ讐隅録　（（No．46，　47）」
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信濃教育会　　「信濃教育層次集〔続編遼
柴田佑定　「雷語指導を通して生活指滋の研究。福島墨常磐地区に於ける方言の研究」
昭和女子大学　「近代交学研究叢書」　6，7，8
史料館　「史料館所蕨史料目録　第六集」
信彊大学教育学部松本分校「雑誌撰録，三三」
反町茂雄　　「弘文荘善本無二」
高羽五郎　「酢憤尽六」　「スピリツァル修行　原：交1」
多々良鎮男　　「古里地区方書集第一集（岡本小学校口腔編集委員）」
田中醸　「明代俗三下」　「西遊罷の伝本」
中部属本薪聞社　r回覧欄干手帳〔改定版〕」「新聞用語画帳〔1957年版〕」
土屋利夫　「中学校生徒の当用漢字の読解力について〔ノ1騎市立中学校〕」
天理図書館　「爲本史籍」「泰西日本型集」「天理図書館稀書目録，洋書之部3」
東京教育研究所国語教育観究会　「国語教育における聞き方ドリルの研究！「1語教
　　　　育における聞きとり方類型の研究」
：東京国立交化財研究所美術部　「野木美術年鑑G沼灘31年版）」
東京大学史料編纂所　「大日木口世史料」小倉入事翠帳二，翌，瞬「大日本古文書」
　　　　家わげ第二十　棄福尋交書之二，幕末外國関係交書之二十七「大潟本史料」
　　　　第五編之二十，第七編之十五，第九編上十二「史料綜覧」巻十六「大難塞古
　　　　記録」梅津政景！：・1・iL四，上井覚兼早縄下r奥料縮纂所図書目録第一部黍巨漢書
　　　　刊本編3」
東京大学漸聞研究所　「戦後の日本における世論調査の手引き」
東京大学付属図書館　「東京大学洋書属録第六」
東京堂　　r江戸語東京語の研究（松村明野）」「反対語辞典（壌田紀和編）」
東京都立教育研究所研究部　「生物の観察」「子供のおこづかい」「児童期の遊び」
　　　　　「子どもkマス・コミ」「学級における指導法の研究」「学力と家庭環境」
　　　　　「棄京都における社：会耕の学力〔小学校6年について］J「東京榔における社
　　　　会科の学力〔中学校2年に．ついて〕」「昭和3琢二度東京榔理科学力調査報告’書・
　　　　〔小学校。中学校の部〕」「勤労青少年教育調査」
栃木県教育委員会指導課　「小・中・葛校におげる文法指導の手びき」
永江秀雄　「「魚」と「舟揚場」の方需」
中剛健　　r秋田方欝の実態に立つ発音指導の方法と扶術」
西日ホ薪聞社　　「親王劉二者乎1脹」
　田本映画教育協会　　「1956教育短編峡画〔1957年1月調査〕」
　貝本学術会議　「女学・哲学・史学：交献目録　畷〔闘語学編）」
　臼本放送協会　「放送のためのスポーツ辞典1．野球」「外国地名発音辞典（訂正お一
　　　　　よび追川資料）」「原子力用藷集」
博報堂聞仮部　「広告のことば」
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東蒲禁野PTA母斑会　「東蒲原郡方鷺調査報告雷第2輯」
矯野資純　　「紳奈州県未刊行方‘欝資料（1）」
淵音聾　　「警察広報読本1957（警察庁長官官醒総務課）」
目本放送協会放送文化研究所　「幼稚園。保育園ラジオ調盗の概要」　「幼稚園・保育
　　　　躍ラジオi調査結果報告書」　「掌校放送等調査報告書」　「音のライブラリー」
　　　　資料ジ：スト」　rテレビのタイトルとパターンの横霧きと縦書きについて」
前照；勇　「近世上方語考」
松村明　「欧米人による江芦議の発青研究」
宮城県教育研究所　　「i塞本：文型とことばの指導」
三主教育協会　　「戦後の教育に対する学識経験者の批判（D。」・タロウ，ミヤザキ
　　　　ヒロシ鍵盤「　ll本歴史の学憲〔欝5蟹｛三界〕（ミヤザキヒロシ編）」「大学卒業
　　　　生の就職に関する経済的考察（統計研究会編）」「道徳。民主主i義。教育（ミ
　　　　ヤザキヒPtシ訳）」
明治書院
森永松定
：文部省
　矢野文博
　出口隆俊
　　　　　藤正己）」「荘内地方の樵物方鴛に就いて（佐藤iE＝u）」
　横浜市立酉中学校　　「羅語表記の学習指導j
　読売i新罎社　「読売スタイルブック　Z957」
　陸上幕僚監部幕庶研究室　「テレタイプ方式の比較概突中間報告」
（2）　逐次刊行物（おもなもの）
　愛知学芸大学国語国文学会　「国語国文学報」6集
　愛知集教育交米研i斧勝　　「研鋒紀要」10，11集
　愛知県立女子大学　「紀要」8輯
　脊山学院大学英文学会　　r英交学思潮」30巻2号
　秋田大学学芸肉薄≦　「研究紀要」5輯16輯
　朝寒新聞東京本社記事i審査部耀語譲　「ことば」52弩～56号
　「漢本文法講座」エ，2，3，4，5，
　「並家。羅陣の改革と新繭i噺：交字」
「役密教墨隈係勝体調査報告需（昭和3！年度）」　「擦準語と方言　第2集」
「重語と国語教膏」「識語悶題蝦蟹　第5集」「敬語とその教育」　「現代か
なつかいと正書法」「数育漢字の学年配轟」傭語審議会報告書，付議離要
録3」「科学研究費機隣研究報告集録　第4集」「学術繋縛集，電気工学編」
r定時鋼課秘（夜）生徒の生瀬実態纒糞」
　「五十音図の現代的意義」
　「東北地：方の樹木方欝第3報（佐藤正己）」「茨城県の植物：方習予報（佐
明属香三三　　「明H香路」9巻4～12弩，10巻1弩・～3号
跡見学園　　「魍語科紀要」6賜
いずみ会　　「いずみ」20号～23号
上野図書館　「上野図書館紀要」第3柵
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宇聯島市教育概究所　　「紀要」4集　　「所報」5集
愛媛国語研究会　「困語研究」25，26号
愛媛国語国文学会　　「愛媛国文獄究」6号
愛媛県立教育研究所　「紀要」21輯，23輯
大分漿立教育研究所　「研究報告」11輯～13輯
大分大学学芸学部　「研究紀要」6号
大阪学芸大学　「紀要」A5，　B　5
大阪市教育研究所　　　「教育研究義i己要」26－i琴・～29号
大阪市立大学文学会　「人文研究」8巻3号～11号，9巻1号
大阪市立大学丈上更研究会　「交学史研究」6号～8号
大販大学文学部国文学研究室　「語文」18輯，19輯
大下学園国語科教育研究会　　「研究紀要」1号
大谷大学　r大谷学報」36巻4号，37巻1号～3号
岡山県教育研修所　「叢書」17弩，18号
お茶の水女子大学　「人文科学紀要」9巻，10巻
お茶の水女子大学国語国文学会　r国文」7号，8号
蚕二川策教育研究所　「数育研究」10号
aSJIi大学学芸学部　「研究報告第1部」9号，10号
鹿児島大学教育学郎教育研究所　「研究紀要」8巻
神奈崩i果国語教育研究会　　「国語教室」劇刊号
神奈川県立教育研究所　「研究報告」1G集
金沢大学教育学部　　「紀要：」5号
カナモジカイ　「カナノヒカリ」戯8号～426号
関西大学国：文学会　「國文学」17号～19号
関西学院大学入文学会　「人文論究」7巻6号，8巻1号～3号
関西学院大学目本文学会　「日本文芸研究」8巻3，4号　9巻1号～4号
ρ端白世界　　　「観世」24巻4号～12号
関東短期大学　「紀要」4集
九州大学国文学会　「語文研究」6号，7号
九州大学文学研究会　「文学論輯」1号，2号，4号
九州大学文学部　「文学研究」56博
学菅技術連盟　「教育技術」12巻1号～9号「教育技術。幼児と保育」3巻1号～9
　　　　号　「1」、一教育技刷守＿111巻1号～12号　「1」、二二教育技奮守」　＝LO巻1号～12号　rノ」、
　　　　三教育技術」11巻1号～12号「小幾教膏技術jle巻1号～12Wf「小五教育技
　　　　術」11巻1号～12号　r小六教育技徳」10巻1号～12号　ヂ中学教育一教育技
　　　　術」2巻1号～9号「社会科研究一教育技術」2巻1号～9号
京都学芸大学　r学報」A10号，11号　B／0号，11号
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京都市教育研究断　「京潔の教育」13号～15号
馬歯女子大学田文学会　「女子大国女」6号，7号
：京都大学教育学部　　「紀要」N
京都大学圏文学会　「国語国文」272号～280号
京都大学人文科学研究所　「紀要」17号，18号「調査報告」15号「所報」50号，51号
　　　　rz脳8UK」1号
京都大学文学部心理学評論祠盛会　「心理学評論」1巻1号
共立女子大学　「紀要」2輯
岐箪大学学芸学部　「研究報管一人文科学一」5号
「近代文学」大阪研究会　　「文学愚潮」21号
熊本女子大学　「学術紀要」9巻1号
熊本大学法交織会　「手交論叢」9暦
クラブ尖塔　「尖塔」29号，30号
訓点羅学会　「訓点語と訓点資料」8輯
群馬大学　「紀要一人文科学一」6巻
群馬大学語文学会　「語交と文学」1号
口語俳濫発行立　　「口語俳句」22号
高知大学　「学術研究報告」5巻
甲爾女子短期火学　「論叢」2号
甲南女子短期大学国語国文学会　「甲南国文」創刊号
甲南大学文学会　「甲虫大学交学会論集」5号，6号
福戸市外国語大学　「神戸外大論叢」35号～37号
神戸市教育研究所　「教育研究展望」21号
神酉女学院大学　「論集」4巻1号～3号
神戸叢立教育研究所　「研究報告」26号
神戸大学文学会　「研究」14弩
神戸大学国語国文学会　「国：文論叢」6号
語学教育研究所　　　「語学教育」　236号，　237号
闘学説大学　「圃学院雑誌」58巻1号～8号，59巻1愚
国学i塊プく学［年切吾研多琶会　　「；口語子汐f多葺」　3号，　6う琴＋，　7号
国語学会　　　「国語学」　28輯～30喜茸
国立教育研究所　「紀要」8－1，8一頁，9「所報」36号～40号
国立国会図書館　「国際交換遜信」11号，12号「公報」9巻2号～4号
「古典と現代」の会　　「古典と現代」1号
小林理学研究班　「報欝」7巻1号～2暑
駒沢大学　r研究紀要」15号
駒沢大学更学会　　「駒沢史学」6号
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西京大学　「人交」8号，9号
埼玉大学　「紀要」　（教育学部篇）1集～6巻
佐賀梁教育研究所　　「研究紀要」エエ号，エ2号
佐賀大学教育学部　「研究論文集」7集
佐賀山谷学会　「紀要」5号
作文の会　「作女教育」4巻5号～8号「小学さくぶん〔初級期〕」r小学作文〔中級
　　　　矯〕」「小学作文〔上級嗣〕」「作：交〔中学用刃蕎5雛5号～8号
田陰民俗学会　　「山陰旧俗」／0号，11号，14号
三三省堂：上議KK　　「交学。語学」3号～6号
滋賀県立短期大学　「雑誌」B3巻3号
滋賀コトバの会　「みんなのコトパ」2号，3号
滋賀大学学芸学部　「紀要」6号，7号
静岡県立教膏研究所　　r教育研究」4号
静岡大学教育研究所　「文化と教育」87号～96号
出隅大学文理学部　「研究報告一入文科学一」7号，8号
笑践女子大学　　「実践丈学」2号
儒濃教育会　　「信濃教育」8国号～849号，851号～854号
島根県羅講教育研究会　「研究紀要」／号
島根大学　「論集」3号（社会），7号（人交）（教育）
昭和女子大学光葉会　　「学苑」203号～211号
東京教育大学付属小学校初等教育研究会　「教育研究J12巻4号～12号
信州大学　　「紀要」6号
信州大学教育学部　「研究論集」8号
威城大学交芸学部　「成城丈弦」9号～12号
i野心女子大学　「論叢」9集，10集
清泉女子大学　　「紀要」
言成女舗石照光社　　「カリキュラム」104号～109．号
全繭大学騒鼻背育学会　「国語科教育」4集
大修衰露　　　i一廻語霊室」　64号，　66号～721S一
大鑑大学　「研究紀要」毅号，42号
千秦大学文理学部　「紀要」2懸2号
中国税学院謡言研究所（北京）　「語雪研究ゴ1期
中1調言｝霧上覆蓑究会　　　「中巨藝語学一」　60・Fj・，　62号～64．号，　66琴｝，　68弩・，　69努｝
中宿語友の会　　「中睡語文」」「7号～68号
天理大学　「天理大学学報」22輯～24輯
天理大学隔文学研究室　「山辺道」3号
ヲミ理図書館　rビブリア」8琴，9号
　　　　　　　　　　　　　　　　　176
霜気通信大学　「学報」8号，9号
電通K。K．　「竈通広告論誌」10号，13号
策選外瞬語大学　「論集」6母
東京教育大学国語鑛交学会　「国語」15号～17醤
葉早教育大学丈学部　「紀要」13号，14号
東京女子大学　「論集」7巻2号，8巻1号，2号
離京女子大学比較交土研究所　　「紀要」4号ド比較丈化」4号
東京大学教育学部　「東大侍童論集」3号
東京大学教養学部　「入交科学志紀要一圏文学・漢文学一」13輯
東京大学薪1圭鍔研究所　「紀要」6号
東京都立教育研究所研究部「研究シリrv一ズ」鍵号～37母
東京郷立大学人：文学会　　「人丈学報」16号，18号
統計数理研究所　　「彙報」9号
同志社女子大学　「学術研究年報」8号
東北学院大学　「論集」28号，30号～32号
東詑大学教育学部　「研究年報」v号
東北大学教育学部付属小学校　　「研究紀要」1957
東北大学文学会　「文化」21巻4号
東北大学文学部　「研究年報」7号，8号
東洋大学華語国文学会　「交学論藻」7号～9号
東洋文化研究携：　「紀要」12偲，13騰
菓洋文摩　r年報」昭和30年度
徳、竪rり隷教育委員会　　　「教育月幸艮」　87号～98号
徳島県教育委員会　　「教育年報」1957
徳島大学学芸学部　「学芸紀要」6巻
徳島大学学芸学都付属小学校　　「紀要」4集
鳥取県教育研究所　　r研究紀要」9集
単車大学女理学部　　「女学紀要」7号
名古屋大学教育学部　　「紀要」3巻
名古屋大学教養学部　「紀要」1輯，2輯
名古屋大学文学部　　「研究論集」6号
漸潟大学教育科学研究会　「教育科学」6巻2号，3号，7巻1弩～3号
日仏会館　「学報」新4巻一2
貰本音声学会　　　「会幸艮」　93号～95号
岡本雷語学会　「雷語研究」31号，32暑
濤本コトバの会　　「欝本のコトバ」6号
賛本書籍KK　「教育手帳」69号～78号
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油蝉i新聞学会　　「新聞学評論」7号
日本大学世田谷教養部　「紀要」5輯，6輯
fi本大学文学部　「研究年報一撃三分醗一」7輯
　　　　　　　　　　ムH本のPt一マ字社　「ROMAZ王NO　NIPPON」60号～68号
臼：本比較文学会　　「会報」9号，10号
資本文学研究会　「文学研究」10号
日：本文学研究会（高知市）　「臼本丈学研究」1号，2愚
臨本文芸研究会　（イtk台）　　　　「文芸研究」　25套ミ～27集
目本放送協会　「黄HK数養放送」19琴～21号「R鷺K国藷講座」3巻2号～6号
障囲脚結学会　「装本民俗学」4巻4号，5巻1号，2号
｝ヨ本筋き族学協会　 「属茄ミ学研多慈」21巻1号，　2号～4｛多
藏本ユネス＝協会聯盟　 「ユネスコ旧聞」181号～216母
日Zscローマ字会　　　「ロー｝マ上世易t」　503号～510号
花園大学　　「三王研究」47暑，48号
一橋大学経済研究所　「経済研究」8巻2弩～4号，9巻1号
呉庫単方雪学会　　「兵障方言」5号
広島女子短期大学　「研究紀要」8集
広島大学国語単文学会　「國文学致」17号，18号
広島大学文学部　「紀要」12号
広島中世文芸研究会　「綾羅文学」11号，12号
福井漢文学会　「漢交学」6輯：
福耳大学学芸学部　「紀要」6号，7号
福岡学芸大学　「紀要」6号，7号
福岡学芸大学久留米分校教育研究所　　「研究紀要」7巻
福19県立教育子羨＝銃…駈　　　「数育研繁三」　25輯，　26輔奪
福岡女子大学　「交芸と思想」14号
福島大学学芸学蔀　　「論集」8集1，2，3，
文学研多野獣　　　「女学研究」　15号
米国大使館文化交換局　「アメリカーナ」3巻4号～3巻12号
防衛大学校　　「紀要」1輯
法致大学国文学会　「日本文学誌要」復刊1号
NHK放送文化研究所　「調査研究報告」2集「文研月報」71号～82号
北海道学芸大学　「入文論究」16号，17号
北海道大学　「外国語・外国文学研究」4号
北海道大学国女学会　　「国語・国文研究」10号
穂波出版社　　　「実践国語」　18巻198号～206一琴｝
萬葉学会（吹田市）　「萬葉」23号～25号
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三童照立大学　　「研究年報一第一郷一」2巻3号
「未定稿」の会　　「未定稿」4号
武蔵大学学会　「武蔵大学論集」8号：英文
武蔵野書院　　「武蔵野文学」2輯～4輯：
明治書院　「古典」三幅～3母
明治大学人文科学研究所　「人文科学研究」8弩
明治大学鐵書館　「増加書員録」65潜～80号
明治大学日ホ文学会　「紀要」1愚
〕支：部省　　　「勲等…艮＿181孟F幸艮，　82勾三幸艮　「轟音1～統言十速幸艮」　83男。84号　「教育統言ヤ」　47謬～4≦｝
　　　　考，　51号　「季旨定適言」｝・」　9一号，　13・犠，　15号　「初籍雲教育資＊斗＿184母～94号　「中斐墜
　　　　教育資オ斗」　6巻4弩～12・巽｝，　7巻1号～3愚
江E形泉教育研究所　餓膨教育」61号～王4岩・，66蹴
出形大学　「紀要一人交科学」3巻4難，4巻1愚
双形大学教育学部麟語國交学研多琶会　「隠語研究」9輯
山口女子短期大学　　「研究報告」1号，2零，4号～9愚
由口大学：文学会　「交学会誌」8巻1号，2弓
懸梨県立教育研究所　r研究紀要」30集
山梨大学学芸学蔀　「龍要」2・穆「研究報告」8弩
横浜繭立大学学芸学蔀　　「入文紀要」6輯
立教大学文学部　「心理・教膏学科研究年報」1考
立正大学　「立正学報」2巻3弩「文学部論叢」7簿
立命館大学人文学会　「立命館文学」142聾～149勢，152号，153簿
立命館大学日本文学会　「論究爲本文学」6愚
立命館大学平安文学研究会　「平安文学研究」20輯
龍谷大学　「論集」355号～357号
龍谷大学国文学会　「國文学論叢」6輯
早稲田大学教育会　「学術研究」6号
畢稠三Ei大学国文学会　「園丈学研究」151濁，工6鰻
UNIVERSITY　OF　LONDON　“BULLE’TZN　OF　THE　SCHOOL　OF　ORIEN－
　　　　TAL　AN］）　AFRICAN　STUDIES”　VOL．　Z9　NO．i
UN1VERSItl［tY　OF　WASfflNGTON　“MODERN　LANGUAGE　QUARTERLY，’
　　　　VOL．18　NO．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋・芳賀）
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　　　　　　　　　庶　　務　　報　　告
　　　　　　　　　　　A．庁舎および経費
狂）庁含
　所在　東京都三代濁区：神颪一ツ橋1／1
　木造モルタル塗，2階建　建坪　本館　321．709坪
　軽量不燃書庫　30．501坪　閲覧室　13。985坪　計　366。195坪
く2）経費
　昭和32年度予算総額29，729，000円
　　　　　　　　人件費　20，　533，000円
　　　　　　　　事業嬰～　　9，196，000円
　　　　　　　　　　　　　B．評議員会
　　会長　土岐善麿　　副会長　波多野完治
　　伊藤忠兵衛　　円地　文子　　金田一京助
　　倉石武四郎　　桑原　武夫　　颯田　琴次
　　沢登　哲一　　時枝　誠記　　土居　光知
　　中島　健蔵　　中島　文雄i　野村　秀雄（33．2．14就任）
　　服部　四郎　　松方　三郎　　松坂　忠則
　　宮沢　俊義　　山綺　匿輔　　永田　　清（32．11，3死亡）
　　　　　　　　　　　　　C．組織と職員
（1）予算定員
　教　　官　　　　32　　　　事務琢哉員　　16　　　　合計　　48
（2）組織および職員
躍謙所　1義隣名実i　構
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第1研究部
　話しことば研究室
書ぎことば研究室
地方言語研究室
第2研究部
　国語教育研究室
言語効果研究室
第3研究部
　近代語研究室
部　旧
主　任
臨時筆生
　tt
主　佳
臨時筆生
　tt
’ノ
??
tr
主　任
臨時筆生
????
臨時筆生
　tt
主　任
臨時筆生
部長心得
主任（兼）
（兼）
岩淵悦太郎
大石初太郎
飯豊　毅一
宮地　　裕
吉沢　典男
木刷きよ子
大平寓美子
林　　　大
斎賀　秀夫
水谷　静夫
石綿　敏雄
橋本　壼子
高木　　翠
岡本美奈子
西尾芙美子
醤肉　洋子
柴N　　武
野元　菊雄
上村　幸雄
徳nl宗賢
白沢　宏枝
輿水　　実
芦沢　　簾
高橋　太郎
村石　昭三
根本今朝男
川又瑠璃子
永野　　賢
林　　四郎
渡辺　友左
宮地美保子
出鍼　　巌
山田　　巌
見坊　藪紀
広浜　交雄
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33．3．31辞職（1臼姓tw　m）
32．　4。　1採環33．3．31辞職
33．1．28辞職
32。4。1採用
32．4．1採用
（旧姓高森）
資將調査室
　調査鍵
編集室
文献室
庶務部
庶務課
　（兼）
　（兼）
臨時筆生
　tt
室長（併）
主　任
臨時筆生
主　任
臨時筆生
　tt
tt
主　任
　（兼）
臨時筆生
　tt
兼任所畏
　’ノ
??
部　長
部　長
謀　長
課長補佐
臨時筆生
　lt
????? ?????
岩淵悦太郎
松尾　　拾
村罷　　力
広浜　文雄
市El　孝
進藤　咲子
大久保　愛
鶏田　立子
上甲　幹一
高田　正治
撰細　　漢
吉村　輝一
磨出　玲子
高橋　一夫
有賀　憲三
芳賀清一郎
大塚　逓子
寺尾　緻明
遠藤　嘉基
藤原　k“一一
佐藤喜代治
細井　扉夫
尾晦源之助
三島　良兼
名古屋恒太部
鈴木　篁ご
芳賀清一郎
増山　治子
桜井　幸子
根岸佐代子
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32．10．31辞職
ヨ3：ゴ3f辞職
32．4．1　毒采用
32ガ5．7辞職
32，9．1採用　　33，3。25辞織
33．2．10辞職
京都大学教擾
広島大学助教擾
東北大学教擾
32ほ1．28東北大学に配概換
32、12．4高知大学から配麗換
32．4．1採絹　32．7。31辞職
32．8．1採用
　　　　会計課　　　　　　　　課　長　　　黄木得ご郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　イ中二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　　掌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦　清伍：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷　正則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　西出　　博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　伏見　k志
　　　　　　　　　　　　　　　　　　江頭　健一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田芳太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　金田　とよ
　　　　　　　　　　　　臨時筆生　　　加藤　雅子
　　　　　　　　　　　　D．内地留学生受入れ
全国都道騨から内地留学生を迎えて・研3t一　6｛）便をはかっている・次にその
氏名。研究三宅などを掲げる。
　　　氏名　学校　　研究題昌　　　期聞
　　　　　　富山県富山市立　読みの学習指導の　昭和32．4，17から
　　申坪盛：二　　　　　　奥田小学校教諭　方法　　　　　　　tt　32。7．16まで
　　　　　　照葉県館出市立　小学較児童の細し　昭和32．4．18から
　　渡辺祐典　　　　　　館由小学校教論　ことばはどう変っ　tt　33．3．18まで
　　　　　　　　　　　　　　てくるか
　　　　　　　　　　　　　　　E．H誌抄
1957．5．30～31第16回文部審所轄並びに国立大学付概研究断長会議（日本学
　　　　　　　　術会議で）
　　　7．9　　第35三三立国語研究所評議員会
　　　　　　　　議事
　　　　　　　　　1．　昭和31年度研究事業報告
　　　　　　　　　2．　その他
　　　7．27　　大阪女子大学国文学科教授玉上琢弥・学生8名研究所見学
　　　9．2～21　文部省主催教育委員会事務局職員（指導主事）研究講座に協
　　　　　　　　力（一橋講堂で）
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9．　20
10・　3”一4
10．　4
10．　29一一J30
11・　6一一7
12．　17
12．　20
1958・　2・24’v25
3．　24
高崎市教育研究会国語部員15名研究所見学
第10回文部省所轄並びに国立大学付鐙研究所事務協議会（京
都大学楽友会館講堂で）
衆議院事務局記録部員15名研究所見学
第8團交部省所轄機関事務協議会（緯度観測所で）
文部雀所轄並びに国立大学付置研究所第3部所長会議（京都
大学人：文科学研究所で）
第36團国立国語研究所評議員会
議事
　1．　幹事の承認
　2．　研究事業の中闘報告
　3．　その他
国立国語研究所創立認念日
紹和32年度　底部省所轄並びに国立大学付置研究所第3部会
事務協議会（如水会館で）
第37回国立国語研究所評議員会
議事
　1．　評議員の異動
　2．庁倉の敷地および新設について
　3．　その他
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R召　禾艮　33年　12　月
国立国語研究所
東京都千代田区判蝦トツ橋1－1
電話＝九段（33）代表4295
鶏窮
UDC　058：49　5．　6
NDC　81　0．5
昭職24年度
関脇25年度
昭和26年度
国腹27年度
紹和28年度
醤召　禾茸　29　年　度
昭和30年度
目召命…韓31　年　度
〔内蔵刊所
?
語
?
立
?
【 ?????????????????????????????????????????
國立潔語研究所報告ヱ
国立国語研究所報告2
園立撮語研究所報告3
蟄立薗語研究所報告4
国立国語研究所報告5
国立国語研究所報告6
圏立国語研究所報告7
國立国語研究所報告8
国立函語研究所報告9
繭立国語研究所報告10
国立国語研究所報告11
国立国語研究灰報告12
国立国語研究所報告王3
隅立国語研究所報管14
八　丈　島　の　言　語　調　査
雪薯。議。，蕊。識け。警態（秀英出駁鰐￥　3eo．　oo）
現代語の助詞e助動詞　　　　一絹法　と　実例一
婦人雑誌の用藷　　　一現代語の語彙調資一地域集講。塞轟声生活（秀英出飯刊￥　600．oo）
少　　　年　　　と　　新　　　聞
　一小学生・中学生のtwssへの擾近と理解一
λ門期の書語能力談　　話　　語　　の　　爽　　態
読みの実験的研　　　　　　　　　　　　　　究　一膏読にあらわれた読みあや重りの分栃一
低学年の読み書き能力敬　語　と　敬　語　意　識
総合雑誌の用諮（前編）　　　一現代諾の語彙調査一
総合雑誌の用藷（後編）　　　一現代語の語彙調査一
中学年の読み書き能力
国立羅語研究所資料集1
陽立国語研究所資料集2
国立国語研究所資藩斗集3
国立國語概究所資料集4
骸嚇轟饗嬬
畠讃黙難嬬
国立照語研究所編
國立願語硫究所編
国立国語研究所編
瞬立圏語研究所編
園立顯語概究所編
国語関係刊行書　　目　　（旧召和17～24年）
語　　　　彙　　　　調　　　　査
　　一環代新闘矯羅の一例一
送り仮名法資料集明治．以綱語学関係刊行翻罐蕪認
盤校蕎
、、、??????Oス????年?? ???
と　新　聞（響糧羅
・ニケーシ・ソ（書醗臨
鑑（昭和29年版）（騨翻
鑑（昭和30年版）（妻英鰹認
鑑（昭和31年版）（響響認
鑑（昭聯32年版）　傑英糖認
鑑（昭和33年版）（魏翻
））））））））
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